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榊原 俊郎 

2016 年１月 20 日〜22 日の 3 日間、物性研究所国際外部評価の現地調査(on-site meeting)が柏キャンパスの物性研究

所にて実施された。ここではその準備段階からの経緯を含めて報告する。 

物性研究所の国際外部評価はこれまでほぼ 10 年間隔で実施されている。第 1 回の外部評価(1995 年 7 月)では柏キャン

パスへの移転を視野に入れた改組および将来計画が議論され、第 2 回(2005 年 11 月)では柏移転後の教育研究活動および

国立大学法人化後の物性研の在り方が課題であった。今回の第 3 回外部評価では、過去 10 年間の研究教育実績に加えて、

物性研として新たに進むべき方向性について意見を伺うことも目的とした。 

2014 年 5 月から評価委員の選定が開始され、B. Keimer 氏(MPI Stuttgart)を委員長とすることが比較的早期に決まっ

た。残りの委員については分野や研究機関のバランスを考慮しつつ選考され、最終的には 2015 年 1 月の所員会において、

後に示す 8 名の評価委員および現地調査の実施日程が確定した。また 3 月の所員会において部門主任・施設長をメンバー

とする実行委員会、および実施ワーキンググループ(メンバーは小森副所長、鈴木 URA および評価担当企画委員予定の

筆者)が設置された。 

実施WGは外部評価の実施計画を策定するとともに、評価のための資料、すなわち物性研究所活動報告書(ISSP Activity 

Report)と個人業績報告書(Personal Data)の作成と編集作業を行った。個人業績報告書は物性研の各所員(教授・准教授

および特任教授・特任准教授)について、経歴、研究教育活動、主要論文、全論文リスト、引用件数、招待講演リストな

どをまとめ、電子ファイルとして評価委員が閲覧できるようにした。活動報告書は第１章：イントロダクションと物性研

の概要、第２章：現状と将来計画、第３章：2005年外部評価の提言とそれに対する対応、第４章：各研究部門・施設・

センターの研究活動と将来計画、の構成とした。第４章は所員あたり1〜2ページのResearch Highlightsを含み、この章

だけで130ページの長さになってしまった。そこで主な成果と将来計画、特に組織横断型の二つの研究グループの設置計

画について瀧川所長が13ページにまとめたのが第２章である。この将来計画等に関しては今号の所長の記事に掲載され

ているので、それ以外から一部紹介する。

活動報告書の第１章では物性研究所の沿革、組織や人事制度、共同利用の状況、教育、国際交流、論文引用数などにつ

いて、過去 10 年間のデータを示しながら説明した。特に東京大学が 2004 年に国立大学法人に移行して 10 年以上経過し

ているので、その影響についても記述を加えた。運営費交付金の減額もさることながら、より影響が大きいのは教員数の

削減である。東京大学は法人化の際にそれまでの定員を基に部局ごとの教員採用可能数を設定し、これを毎年１％ずつ減

じていく方針をとった。また削減されたポストの一部を各部局の教育研究計画に基づいて再配分するシステムの運用を

2007年度から開始した。物性研ではこれまでに時限付きを含めて准教授3、教授1の採用可能数再配分を獲得できたが、

それらをプラスしてもこの 10 年間に採用可能数が教授ポスト換算で 3.6 減少した。これはほぼ 3 研究室が消滅したこと

に相当する。法人化の影響の 2 点目は共同利用制度である。物性研など全国共同利用型の付置研は国立大学法人化ととも

に法令による位置付けを一時失ったが、その後文科省は 2008 年に従来の全国共同利用研究所制度を継承する形で「共同

利用・共同研究拠点」の認定制度を設けた。物性研は 2009 年に同拠点の認定を受け 2010 年から「物性科学研究拠点」

がスタートし、ユーザーから見れば従来と変わりなく施設の利用が可能となった。本題から少し逸れるが、2015 年は第

一期の共同利用・共同研究拠点の最終年度にあたり、拠点としての期末評価があった。その期末評価調書(本体が約 60

ページ！)の作成を所長、鈴木 URA と筆者で担当した。2015 年 4〜5 月はその作業にかなり時間を取られたが、結果と

して S 評価を受け、次期の新規認定につながった。このような期末評価の必要性は理解できるが、それに伴う作業(評価

する側も含め)の負担増もかなりのものである。これも法人化の１つの側面であろう。 

活動報告書第３章「2005 年外部評価の提言とそれに対する対応」では提言それぞれに対して response を記述する形式

をとった。まず前回の提言を部門施設に関するものと物性研全体にかかわるものに仕分けし、前者は回答を部門主任・施

物性研究所国際外部評価を終えて 
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設長に依頼し、後者については WG で回答を作成した。提言によって対応済みのものもあれば、事情が変わって対応に

至らなかったものもあったが、一番困ったのが物性研における女性研究者の比率の問題である。前回の提言で「物性研に

は特に注意を払って優秀な若手女性研究者を発掘する努力を続けることが望まれる」と指摘されていたが、残念ながらこ

の 10 年で改善は見られなかった。この点については今回の外部評価でもかなり強い指摘を受けることになった。 

当初の予定では 7 月〜9 月にかけて原稿を集め、11 月中頃には活動報告書の第一版を完成させる計画であったが、一部

の原稿に遅れが出たために 12 月 20 日頃になって漸く完成し、12 月 22 日に大学のファイル転送サービスを利用して個人

業績報告書および活動報告書の電子ファイルを評価委員に送るとともに印刷版を発送した。翌 23 日に評価委員長の

Keimer 教授と評価委員の高木教授(共にマックスプランク研究所)、瀧川所長および WG でテレビ会議による 1 回目の打

ち合わせを行った。この席では、評価資料と重点的に評価を受けたいポイントの説明や現地調査プログラムの調整などを

行い、Keimer 教授からは追加の資料や物性研の若手研究者との面談についての要望があった。後者については、現地調

査の 2 日目と 3 日目に評価委員と若手研究者(助教および PD 各 12 名程度)との昼食会を設定することになった。1 月 11

日に 2 回目のテレビ会議を行い、評価資料と現地調査プログラムについて最終確認した。 

現地調査当日は、評価委員打ち合わせの後に所長による全体説明から始まった。その後各部門から 2〜3 名の所員が

Research Highlight の発表を行い、また施設・センターについてはそのミッションや設備、アクティビティーについて

の説明と主な研究成果の紹介を行った。所員にとっては久しぶりの評価される立場でのプレゼンテーションであり、緊張

感の中、発表と質疑応答が活発に行われた。実験室見学は、評価委員からの要望によって LASOR と国際超強磁場科学研

究施設の 2 カ所のみとなり、初日と 2 日目にそれぞれ行われた。初日の夕方にはポスターセッションを設定し、若手研究

者も参加して各研究室あたり 1 件程度の研究紹介を行った。ここでは飲み物と軽食を用意し、20 時ごろまで活発に質疑

応答が続いた。2 日目の夕方には、所長による物性研の将来計画、特に 2 つの組織横断型グループ設立計画についての説

明がなされた。2 日目、3 日目の昼に行われた評価委員と若手研究者との昼食会には所員は立ち会わなかったのでその状

況はうかがい知れなかったが、その席での参加者の意見等が報告書にも反映されているので大変有意義であったと考えら

れる。最終日の夕方、評価委員による講評を所長および WG メンバーで伺い、報告書のとりまとめの時期などについて

確認し、無事終了した。 

2016 年 3 月 4 日、外部評価報告書の原文が Keimer 委員長から送られた。報告書は 20 ページにわたるもので、その中

から総括の部分の要点を一部紹介する。まず物性研の現状と将来展望に関しては、過去 10 年間における組織改革や研究

実績、共同利用プログラムの運用について、「物性研究所の重要性や影響力は数多くの傑出した論文のみならず、物性研

究所において助教としてキャリアをスタートし、現在所外の学術機関において指導的地位に就いている多数の研究者に

よっても示されている」と評された。特に「物性研の強相関電子系の研究は近年強力な成長を遂げ、国際的にも高い存在

感を示している」ことを挙げ、他分野も含め「国際的にさらなるプレゼンスの向上に向けた、組織横断的研究グループの

設置案を盛り込んだ将来計画を強く支持する」、と記述されている。国際化に関しては、「物性研は海外からの優秀なポス

ドクの獲得に成功している一方、外国人の助教・所員の数が非常に少なく、今後海外の一流の候補者の獲得に努力すべき

である」ことが提言された。また多くのセミナーが日本語で行われている現状を踏まえ、英語でのプレゼンテーションが

奨励された。ジェンダーの多様性に関しては、「女性の所員・助教の割合が非常に低いことは深刻な懸念材料であり、海

外から優れた女性研究者をヘッドハントすることも視野に入れるべき」との指摘を受けた。追加提言として、「近隣の研

究機関との連携を深めること、特に物性研の主たる使命は基礎研究にあるため、応用研究に特化した研究機関や企業との

緊密な連携により非常に高い存在感を示すことができる」と言及されている。 

一方、物性研の外部評価はこれまで 10年のサイクルで実施されてきたが、評価委員からは、「科学の発展や科学政策の

展開が急速になって来ていることを踏まえ、評価サイクルをより短く 6 年ごととすべきである」との勧告がなされた。

「東京大学における自己点検・評価の基本方針」においても、「各部局において自己点検評価を実施し、中期目標期間に

評価結果をまとめること、また評価にあたっては国内外の関係者によるピアレビューを積極的に導入すること」が述べら

れている。これとは別に中期目標期間に関わる大学評価のための現況調査票等の作成もある(今回は所長と鈴木 URA で

対応)。加えて、前述の共同利用・共同研究拠点の期末評価が同じサイクルで巡ってくる。2015 年度はこれらが重なった

ために評価関係資料の作成に明け暮れた 1 年であったが、5 年後にも同じ事態が予想される。研究組織にとって評価は必
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要であるとはいえ、そのために本来の研究教育が妨げられることがあれば本末転倒であり、そうならないような工夫が必

要であると感じた次第である。 

最後に実施 WG を代表して、ご多忙中、多大な時間を割いて評価を担当していただき、多くの貴重なご意見をいただ

いた Keimer 委員長をはじめとする 8 名の評価委員の先生方に心より感謝申し上げたい。また外部評価実施に際して協力

いただいた物性研究所事務、国際交流室および研究室秘書の方々、および活動報告書の英文校正を見ていただいた石口裕子

氏に感謝申し上げる。なお、活動報告書および外部評価報告書は物性委員会委員に公開していますので、ご関心の方はご

覧ください。 

プレゼンテーション風景 質疑応答風景 

ポスタープレゼンテーション風景   実験室見学風景 
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Polish Academy of Science & Tohoku University

Graduate School for the Creation of New Photonics Industries 

University of Tokyo

Max Planck Institute for Solid State Research (Chair)

Murugappan Muthukumar University of Massachusetts, Amherst

Max Planck Institute for Solid State Research & University of Tokyo 

Rutgers University

Dresden High Magnetic Field Laboratory, Helmholtz-Zentrum Dresden-Rossendorf

現地調査プログラム

開催日程： 2016年１月20日〜22日

開催場所： 東京大学柏キャンパス 物性研究所大講義室

Wednesday (20th) 

9:00-9:20

9:20-9:50

9:50-10:20

10:20-10:40

M. Takigawa

Q&A

Meeting (Meeting Room 2) 

Opening and Overview (Lecture Room)

11:20-11:40 T. Sakakibara
Identification of the Pairing Symmetry of Heavy-Fermion Superconductors 
by Heat-Capacity Measurements in a Rotating Magnetic Field

Pressure-Induced Superconductor on the 3d Magnetic System CrAs and MnP

Lunch (A613 Seminar Room)

Lab Tour (LASOR)

11:40-12:00

12:00-13:20

13:20-14:10

Y. Uwatoko

Chair F. Komori

14:10-15:00

Chair H. Tsunetsugu

10:40-11:00 H. Mori Novel Functionalities in Proton-π-Electron Coupled Molecular Conductors

11:00-11:20 S. Nakatsuji Novel Topological Phases in Correlated Electron Systems

S. Shin, J. Itatani,
H. Akiyama

Activity and Future Plan of LASOR Center

15:00-15:20

Z. Hiroi

N. Kawashima

Break

Materials Design and Characterization Laboratory: Activities and Research 

Computer-Related In-House Organizations --- MDCL and CCMS —

Committee Meeting (Meeting Room 2) 

Poster

16:10-17:30

17:30-20:00

Hidenori Takagi

David Vanderbilt

oachim Wosnitza

外部評価委員

Tomasz Dietl 

Yoshiaki Kato 

Maki Kawai 

Bernhard Keimer

15:20-16:10

Break
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Thursday (21th)

Chair J. Yoshinobu

9:00-9:20 T. Ozaki
Development of Large-Scale Electronic Structure Methods and its 
Applications

Structure and Dynamics of Biomembranes

Functional Condensed Matter Research from First-Principles

Symmetry-Protected Topological Phases in One Dimension

Break

Spin Current Related Phenomena in Metallic Nano-Structures 

Nanoscale Oxide Thin Films and Heterostructures

Spin Transport in Quantum Structures

Electron Dynamics at the Surface of an Intrinsic Topological Insulator 

Lunch Meeting with Young Researchers (1)  (A613 Seminar Room)

Lab Tour (IMGSL)

9:20-9:40

9:40-10:00

10:00-10:20

10:20-10:40

10:40-11:00

11:00-11:20

11:20-11:40

11:40-12:00

12:00-13:20

13:20-14:10

H. Noguchi

O. Sugino

M. Oshikawa

Y. Otani

M. Lippmaa

S. Katsumoto

F. Komori

Chair T. Sakakibara

K. Kindo

Y. Matsuda

M. Tokunaga

14:10-14:40

14:40-15:10

15:10-15:30

15:30-15:50

15:50-16:30

16:30-16:50

16:50-17:10

17:10-18:30

Past, Present and Future of IMGSL

The 1000 T Project with 5 MJ Electromagnetic Flux Compression System

Quest for the Excitonic Phase in High Magnetic Fields

Break

Neutron Science Laboratory (NSL), ISSP, U. Tokyo 

ISSP Future Plan

M. Shibayama

M. Takigawa

Q&A

Friday (22th)

Chair O. Yamamuro

9:00-9:20 Y. Harada
In situ / Operando Ultrahigh Resolution Resonant Inelastic Soft X-ray 
Scattering
Point Nodes Persisting Far Beyond Tc in the High-Tc Cuprates Revealed by 
Laser-ARPES

Leading-Edge Laser Development and its Applications

Break

Inelastic Neutron Scattering Research using High Resolution Chopper 
Spectrometer in J-PARC

Physics of Soft Matter @ Shibayama Lab., ISSP

Committee Meeting (Meeting Room 2)

Lunch Meeting with Young Researchers (2)  (A613 Seminar Room) 

Committee Meeting (Meeting Room 2)

Committee-ISSP Joint Meeting (Meeting Room 2) 

Party (Cafeteria)

9:20-9:40 K. Kondo

9:40-10:00

10:00-10:20

Y. Kobayashi

10:20-10:40 T. Masuda

10:40-11:00

11:00-12:00

12:00-13:20

13:20-16:00

16:00-17:00

17:00-18:30

M. Shibayama

Committee Meeting (Meeting Room 2)
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